
第５回通常総代会
　ＪＡは第５回通常総代会を５月30日、一関文化センター大ホールで開催しました。

提出した７議案について賛成多数で可決。令和元年度は、第２次中期経営計画・農

業振興計画の最終年度として、改めて協同組合の価値と存在意義を見つめ直し、ＪＡ

がこれまで果たし、支えてきた地域農業、地域社会での機能と役割を再認識しながら、

「農家組合員の所得増大と農業生産の拡大」「地域の活性化と結びつきの強化」「組

合員に評価される組合経営」を図ることを狙いとし、計画の実現に努めます。

　

佐
藤
鉱
一
組
合
長
は
総
代
会
に
あ
た
り
、「
販
売
事

業
で
は
、
２
年
連
続
の
異
常
気
象
に
よ
る
減
収
な
ど

に
よ
り
米
の
集
荷
数
量
の
減
少
や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
利
用
事
業
に
大
き
く
影
響
し
た
」
と
し
、反
面
「
野

菜
等
の
園
芸
作
物
が
全
国
的
な
品
薄
も
あ
り
高
値
堅

調
で
の
販
売
と
な
り
、
ピ
ー
マ
ン
が
４
億
円
、
キ
ュ

ウ
リ
が
３
億
円
と
園
芸
全
体
で
３
億
６
千
万
円
販
売

高
が
伸
び
た
」
と
30
年
度
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
「
第
２
次
中
期
経
営
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
、
支
店
再
編
や
夏
川
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
稼
働
す
る
。
園
芸
振
興
に
向
け
た
ハ
ウ

ス
団
地
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
お
り
、
新
た
な
Ｊ
Ａ

づ
く
り
、
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
の
確
立
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

報
告
事
項

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

総
代
数
６
８
９
人
、
出
席
総
代
数
６
１
２
人
（
本
人

出
席
４
１
５
人
、
委
任
状
出
席
８
人
、
議
決
権
行
使

書
面
提
出
１
８
９
人
）

決
議
さ
れ
た
議
案

佐藤鉱一組合長
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主
な
質
問

役
員
定
数
は
何
を
基
準
に
決
め
た
も
の
か
。

詳
し
く
伺
い
た
い
。

各
地
域
に
最
低
１
人
の
役
員
が
残
る
よ
う
に

検
討
し
た
結
果
、
地
区
選
出
を
18
人
と
し
ま

し
た
。
女
性
理
事
や
青
年
部
、
若
手
農
業
者

の
役
員
設
置
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
に

青
年
２
人
の
枠
を
設
け
ま
し
た
。
社
会
が
求

め
る
内
容
も
反
映
し
な
が
ら
、
効
率
的
な
役

員
体
制
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

営
農
指
導
や
販
売
に
関
わ
る
職
員
が
減
っ
て

お
り
、
指
導
事
業
を
強
力
に
進
め
る
と
い
っ

て
も
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
支
店
再

編
に
伴
っ
た
職
員
の
異
動
が
あ
る
か
ど
う
か
も

含
め
て
教
え
て
ほ
し
い
。

営
農
指
導
員
は
60
人
お
り
、
こ
の
人
数
は
事

業
量
か
ら
見
る
と
県
の
平
均
的
な
人
数
で
、

営
農
指
導
に
支
出
し
て
い
る
額
は
県
内
７
Ｊ

Ａ
の
中
で
２
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
店

再
編
に
伴
う
極
端
な
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

減
少
分
の
人
数
確
保
に
つ
い
て
は
協
議
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
．

Ａ
．

Ｑ
．

Ａ
．

２
．

３
．

４
． 的

な
政
策
提
案

の
実
現
を
働
き

か
け
る
と
と
も

に
、
消
費
者
を

巻
き
込
ん
だ
運

動
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
の
在
り
方
を
は
じ
め

と
し
た
今
後
の
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
の

自
主
的
な
改
革
を
さ
ら
に
後
押
し
す
る
観
点
で
進

め
る
よ
う
政
府
に
求
め
る
。

日
米
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
の
不
安
と

懸
念
を
助
長
し
な
い
よ
う
、
政
府
に
対
し
交
渉
経

過
の
情
報
開
示
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
同
等
の
譲
歩
」
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
る
。

「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」
と
し
て
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な
岩
手
農

業
の
確
立
に
向
け
、
３
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
を

目
指
す
。

１
．次
期
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、

食
料
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上
に
向
け
た
具
体

特集
１ 第５回通常総代会

資産の状況

単体自己資本比率　１４.５８％

収支の状況

事業総利益
事業管理費
事業利益

2,701,029
2,583,715
117,314
630当期剰余金

資産の部合計

　（単位：千円）

負債の部合計
164,798,572
155,642,588
9,155,983純資産の部合計

平成３０年度事業の成果

提
出
議
案

第
１
号
議
案 

定
款
の
一
部
変
更

第
２
号
議
案 

平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

 
処
分
案
の
承
認

第
３
号
議
案 
平
成
31
年
度
事
業
計
画
の
設
定

第
４
号
議
案 

平
成
31
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

 

方
法
の
決
定

第
５
号
議
案 

平
成
31
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の

 

額
の
決
定

第
６
号
議
案 

平
成
31
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の

 

額
の
決
定

第
７
号
議
案 

会
計
監
査
人
の
選
任

附
帯
決
議　

こ
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し
た

事
項
で
、
行
政
庁
の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更
を
必

要
と
す
る
と
き
は
、
決
議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲

に
お
い
て
、
そ
の
取
り
扱
い
を
理
事
会
に
一
任
す
る

こ
と

特
別
決
議

食
料
・
農
業
・
地
域
政
策
確
立
に
向
け
た
事
項

　

組
合
員
お
よ
び
役
職
員
は
、
総
力
を
挙
げ
て
、
次

の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
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平
成
31
年
度
事
業
計
画

　

第
２
次
中
期
経
営
計
画
・
営
農
振
興
計
画
実

践
の
最
終
年
度
と
し
て
、
支
店
再
編
を
進
め
、

自
己
改
革
に
不
断
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
組

合
員
、
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
10
年

先
も
20
年
先
も
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

営
農
・
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
組
合
員
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、

結
集
力
、
総
合
力
を
発
揮
す
る
中
で
地
域
農
業
・

農
村
の
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
を
進
め
る
た
め
、

組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
役
立
ち
で
き
る

よ
う
次
の
項
目
を
重
点
事
項
と
し
て
事
業
計
画

を
樹
立
し
、
地
域
農
業
の
振
興
、
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
に
向
け
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と

農
業
生
産
の
拡
大

地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き

の
強
化

組
合
員
に
評
価
さ
れ
る

組
合
経
営

１
．
農
業

２
．
く
ら
し

３
．
経
営

組
合
員
等
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

□
特
別
功
労
者

　

・
退
任
役
員
（
常
勤
）

 

伊
藤　

龍
治 

一
関
市
萩
荘

 

菅
原　

英
幸 

花
泉
町
花
泉

　

・
退
任
役
員

 

菅
原　

健
悦 

一
関
市
厳
美
町

 

菅
原　

初
美 

大
東
町
大
原

 

佐
藤　

修
蔵 

千
厩
町
千
厩

 

菅
原　

清
信 

藤
沢
町
砂
子
田

　

・
退
任
部
会
長

 

本
田　

洋
一 

花
泉
町
永
井

 

松
平　

勝
男 

一
関
市
弥
栄

　

・
退
任
農
家
組
合
長

 

齋
藤　

俊
美 

一
関
市
真
柴

 

佐
藤　

憲
一 

一
関
市
弥
栄

 

橋
本　

良
一 

一
関
市
舞
川

 

佐
々
木　

俊
彦 

一
関
市
厳
美
町

 

佐
藤　

富
治
美 

一
関
市
厳
美
町

 
佐
藤　

雅
樹 

一
関
市
厳
美
町

 
千
田　

利
昭 

一
関
市
中
里

 

柴
田　

文
夫 

一
関
市
赤
荻

 

大
越　

昭
夫 

一
関
市
赤
荻

 

佐
藤　
　

健 

花
泉
町
涌
津

 

菅
原　

光
太
郎 
千
厩
町
千
厩

 

小
山　

英
明 
千
厩
町
小
梨

 

佐
野　

貞
吾 

千
厩
町
奥
玉

 

佐
伯　

久
人 

藤
沢
町
藤
沢

 

松
田　

年
雄 

大
東
町
猿
沢

 

鈴
木　

菊
夫 

大
東
町
大
原

 

小
山　

日
出
夫 

大
東
町
沖
田

 

石
川　

壽
吉 

東
山
町
松
川

□
優
良
農
家
組
合
長
（
退
任
農
家
組
合
長
）

 

蜂
谷　

幸
喜 

一
関
市
萩
荘

 

斎
藤　

時
一 

一
関
市
萩
荘

 

阿
部　

初
郎 

花
泉
町
金
沢

 

千
葉　

智
明 

花
泉
町
日
形

 

阿
部　

久
仁
雅 

花
泉
町
永
井

 

清
水　

忠
信 

室
根
町
折
壁

 

岩
渕　

松
雄 

川
崎
町
薄
衣

 

千
葉　

泰
久 

川
崎
町
門
崎

□
優
良
組
織

　
　

株
式
会
社

 

い
や
さ
か
農
園 

一
関
市
弥
栄

　
　

農
事
組
合
法
人 

お
き
た
営
農
組
合 

大
東
町
沖
田

特集
１ 第５回通常総代会
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